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オンラインコミュニケーション時代に

本当に現場で使えるデジタルツール

実際に会わないで、オンラインでコミュニ―ケーションする時代へと急速に変化しています。
それにともない、現場でのコミュニケーションのあり方も変わります。

現場は、今までのやり方を大半は踏襲しつつも、時代の変化に合わせて変わっていなかなければなりません。
Digitargo(デジタルゴ―）は、これからの時代に「本当に現場で使えるデジタルツール」をコンセプトに、シンプルで使いやすい、
わかりやすいツールをリーズナブルな価格で実現します。



●まずはとにかくアポをとって訪問することが第一ステップ。
訪問回数が多いことが営業実績になる。
●無駄時間も価値のうちと考え、世間話や接待も含めた人
間関係構築が最優先にする。
●製品の説明については、専門部署の人間を連れて多数
で訪問し先方の印象をよくするのが営業担当者の役目。営
業担当者は見積もり作成と納期調整がメイン業務になる。

●顧客の問題解決に直結する具体策をわかりやすく、顧客が
イメージをもてるように正確に伝える。膨大な情報の中から早
くこちらが提供するベネフィットを理解してもらうことが大事。
●時間や場所の制約をなくして、いつでもどこでもコミュニ
ケーションできるようにする。
●早いスピードで進化する製品の詳細については、CGを駆
使することにより営業担当者単独でも顧客への説明を行い、
質問はオンラインで技術側と接続して対応する。

営業現場 (B to B)
今まで これから



製造現場
今まで これから

●ベテラン職人のやり方をその背中を見て覚える。
●作業手順は紙に書かれたものを暗記する。
●新人配属時はベテラン社員が指導担当として当てられ、逐一
説明をしていく。その後、ベテランなしで作業手順を見ないで作
業ができるようになって一人前になる。
●離れた場所（工場）で新人が入った場合、本社のベテランがそ
こまで出張して指導する。

●動画とCGで視覚的に示される作業手順に従って、経験が浅
い作業者でも正確な作業を行える環境を作る。
●わかりやく明確な作業手順が各工程に完備されていることで、
多能工化を図る。
●新人配属時には、VRによる作業体験をはじめ、バーチャルな
トレーニングメニューによりベテランがつきっきりの作業をなくす。
●離れた場所でのトラブルシューティングや指導は、オンライン
によるリモートで行う。



展示会
今まで これから

●まず予算を確保し、懇意にしているセールスプロモーション会
社数社から提案を出させ、コンペを行う。
●造作は提案に基づいて会場で見栄えがよいものにする。
●当日は製品展示と商談コーナーをメインにして、営業担当者
がブースにたくさん立ち、紙のパンフレットを配る。
●来ブース者数がひとつの指標であり、ノベルティも充実させる。

●オンラインでの展示会に出展し、会場造作などの経費を削減
する。
●オンライン上では、VR,わかりやすい動画、CGの展示がメイン
になる。
●オンラインチャットでリアルタイムの顧客対応を行う。商談につ
いては、オンラインでの商談を進める。
●資料請求に対して総合パンフをまとめて送るのではなく、きめ
細かく要求されたデータを送る。



デジタルゴーの心臓部＝３次元CG（コンピュータグラフィックス）

アルゴのデジタルツールの心臓部は、最新の技術を使って作りあげる高品質と低価格を実現した3次
元CG（コンピュータグラフィックス）です。３次元コンピュータグラフィックスは、コンピュータ内に数値的
な3次元空間を用意して、立体を数値計算によって画像として描くものです。その空間内ではあらゆる
角度からその立体があたかも存在しているようにできるので、単に「立体的に見えるように描かれた画
像」とは違います。最近では、映画やゲームの中で現実と間違えてしまうほどの高品質な３次元CGを
見ることができます。
しかし、これはとても高度な技術と多くの工数がかかっています。３次元CGを作るには、モデリングと呼
ばれる形を作る工程、そしてシーンレイアウトと呼ばれる空間内での配置や光源、視点などの設定、さ
らにレンダリングと呼ばれる数値計算による描画の工程があります。ゲームの場合は、これにさらに
ゲームをやる人の操作に応じてシーンレイアウトとレンダリングを高速に何度も繰り返す「リアルタイム
レンダリング」というものが行われます。
昨今、コンピュータの性能が飛躍的に向上して、複雑な形状や表面の質感の表現も多彩にできるよう
になりました。これにより、実物はもちろん、実際には存在しない物体をリアルな表現で再現できるよう
になりました。
それでも、このような３次元CGを作るには、元になる精密なデータと膨大な作業、それに伴うコストが必
要になります。
アルゴでは、写真や図面からある程度の精度の３次元CGを作ります。このためには技術的な理解が
できている必要があります。
デジタルゴ―のデジタルツールの目的は、あくまでもわかりやすく表現することです。
現実に見せるのは不可能な内部構造や、製造技術なども、アルゴによる技術者とCG制作者のコンビ
ネーションでCGで表現します。
アルゴはB to Bの現場を熟知しています。B to Bの場合、膨大な予算をかけて多くのリターンを得るよ
うなものよりは、個別に小規模に説明していくケースの方が多いのです。その予算感もアルゴはわかっ
ています。アルゴは、その使用環境にマッチした３次元CGをご提案していきます。



デジタルゴーの品ぞろえ

電子カタログ 電子マニュアル CG映像 仮想空間
プレゼンツール

●オンライン営業対応

●企業情報、製品情報のカタロ
グ、技術資料や各種動画をタブ
レットに集約

●高品質な３次元CGを駆使

●作業を三次元CGにて視覚化
し、経験の浅い作業者が確実
に一つ一つの工程を作業して
いくためのマニュアル

●作業台にiPadを取付作業中
に必要なか箇所を素早くこの
作業マニュアルを確認

●熟練した職人がつかなくても、
随時に作業ポイント、手順、
製品構造、使用工具等情報を
調べることができる

●高品質な3次元CGをリーズナブル
な価格で実現

●本来見えないところまで、
アニメーションで可視化

●見えない技術をイメージ化

●AR,VR,MR(ホロレンズ）の最適手段
を選択可能

●高品質３次元CGとアニメーション
技術を駆使

●デジタルマニュアル、ジョブトレー
ニング、製品プレゼンツールなどに。



アルゴがシリコンバレーでTOP10に選ばれました
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私たちは、デジタル技術で現場のコミュニケーションを変えていきます。


